
前
田
本
『
三
宝
絵
』
に
お
け
る
待
遇
の
補
助
動
詞
に
つ
い
て田

　

中

　

雅

　

和

劉

　

　

慧

は
じ
め
に

『
三
宝
絵
』
　
の
諸
本
に
は
、
平
仮
名
表
記
の
名
古
屋
博
物
館
本
（
旧
関
戸
本
、

本
稿
で
は
東
大
寺
切
も
合
わ
せ
見
る
の
で
「
東
大
寺
切
」
と
略
称
）
、
漢
字
片

仮
名
交
り
表
記
の
東
京
国
立
博
物
館
本
（
旧
東
寺
観
智
院
本
、
本
稿
で
は
「
観

智
院
本
」
と
略
称
）
、
漢
字
表
記
の
前
田
尊
経
閣
本
（
本
稿
で
は
「
前
田
本
」

と
略
称
）
　
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
源
為
憲
の
庶
著
の
ま
ま
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
草
稿
本
に
　
（
和
化
）
漢
文
が
擬
せ
ら
れ
も
す
る
が
、
三
種
伝
本
に
直
近

の
親
本
は
平
仮
名
文
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
大
方
に
支
持
さ
れ
る
見
方
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
未
だ
検
討
す
べ
き
余
地
が
残
る
。

本
稿
で
考
察
の
主
な
対
象
と
す
る
前
田
本
に
関
わ
っ
て
、
特
に
注
目
し
た
い

．

論
点
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
前
田
本
は
、
漢
文
で
も
和
化
漢

文
で
も
な
く
、
漢
字
の
み
を
お
お
む
ね
国
語
の
順
に
並
べ
た
だ
け
の
資
料
、
或

い
は
仮
名
や
仮
名
交
り
で
書
か
れ
た
或
る
一
本
か
ら
漢
字
の
み
を
集
め
た
だ
け

の
資
料
で
、
漢
文
の
規
範
か
ら
は
全
く
破
格
の
真
名
文
で
あ
る
と
の
見
解
で
あ

る
。
ま
た
、
前
田
本
は
、
「
広
い
意
味
で
は
変
体
漢
文
の
一
種
と
な
ら
う
が
、

記
録
文
書
等
の
文
体
と
は
明
に
一
線
を
劃
す
る
も
の
」
　
（
築
島
裕
『
平
安
時
代

語
新
論
』
）
　
と
の
見
解
な
ど
も
あ
る
。
次
に
、
前
田
本
の
成
立
に
直
接
の
影
響

を
与
え
た
親
本
に
つ
い
て
、
平
仮
名
文
と
す
る
も
の
と
漢
字
片
仮
名
交
り
文
と

す
る
も
の
と
が
あ
り
、
前
田
本
は
親
本
の
文
法
・
用
字
・
用
語
な
ど
に
引
か
れ

る
面
が
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
問
題
は
、
前
田
本
の
言
語
的
特
徴
や
文
体
基
調
を
和
文
・
漢
文

訓
読
文
・
（
和
化
）
漢
文
の
い
ず
れ
が
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
か
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

或
い
は
、
前
田
本
の
表
現
者
が
志
向
し
た
文
章
様
式
は
漢
文
式
・
和
文
式
の
い

ず
れ
か
、
等
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
斯
か
る
問
題
意
識
を
中
心
に
し
て
、
本

稿
で
は
前
田
本
の
言
語
的
な
性
格
・
特
徴
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
精
確
な
読
解
を
は
じ
め
と
し
て
、
前
田
本
自
体
の
研
究
は
末
だ
充
分

と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
待
遇
表
現
（
主
に
敬
語
表
現
）
に
関
わ
る
補
助
動
詞
の
用
字
・

用
語
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
前
田
本
に
お
け
る
表
記
・
語
法
・
構
文
な
ど
の
言

語
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
待
遇
の
補
助
動
詞
は
、
純
漢
文
に
は
そ
れ
に

相
当
す
る
表
現
法
や
語
　
（
文
字
）
　
が
な
く
、
ま
さ
し
く
日
本
語
に
特
徴
的
な
要

素
の
ひ
と
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
純
漢
文
に
な
い
表
現
で
あ
れ
ば
、
そ
の
語
の
語

序
や
意
味
・
用
法
は
、
純
漢
文
の
制
約
を
強
く
受
け
ず
、
和
文
の
影
響
を
反
映

し
や
す
い
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
純
漢
文
に
な
い
語
が
、
日
本
語
を
漢
文
様

式
で
表
現
し
た
文
章
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
る
か
は
、
漢
文
の
影
響
や
漢
文
和
化

の
程
度
を
判
断
す
る
指
標
と
な
る
の
で
、
前
田
本
が
真
名
本
と
し
て
ど
の
よ
う



な
言
語
的
性
格
を
も
つ
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
有
効
で
あ
る

と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
前
田
本
の
直
接
的
な
親
本

が
い
か
な
る
も
の
か
を
判
ず
る
材
料
も
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

本
稿
の
お
も
な
課
題
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、

本
稿
の
考
察
に
付
随
し
て
参
考
し
う
る
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
二
系
統
諸
本

の
親
疎
関
係
や
、
観
智
院
本
・
東
大
寺
切
の
言
語
的
特
徴
な
ど
で
あ
る
。

前
田
本
の
解
読
作
業
は
、
語
の
認
定
を
は
じ
め
と
し
て
、
句
読
点
の
位
置
や

返
読
の
あ
り
よ
う
な
ど
、
相
当
に
困
難
で
あ
る
。
そ
の
為
に
、
現
実
的
な
解
読

の
手
段
と
し
て
、
従
来
か
ら
観
智
院
本
と
東
大
寺
切
を
参
照
す
る
方
法
が
と
ら

れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
周
辺
的
な
問
題
に
も
資
す
る
た
め
と
、
本
文
解
読
の
た

め
に
、
必
要
に
応
じ
て
観
智
院
本
と
東
大
寺
切
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
す

る
。
そ
の
際
、
引
用
例
文
は
、
観
智
院
本
を
　
〔
　
〕
　
で
、
東
大
寺
切
を
（
　
）
　
で
、

所
在
の
巻
と
説
話
番
号
を
　
【
　
】
　
で
、
括
っ
て
示
し
た
。

「
た
て
ま
つ
る
　
（
献
・
奉
）
」
に
つ
い
て

前
田
本
で
、
謙
譲
の
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
「
た
て
ま
つ
る
」

く
ら
い
で
、
「
き
こ
ゆ
」
「
ま
う
す
」
な
ど
は
本
動
詞
と
し
て
し
か
用
い
ら
れ
な

い
　
（
「
は
べ
り
」
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。

前
田
本
に
お
い
て
和
語
「
た
て
ま
つ
る
」
　
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
と
認
め
ら

れ
る
漢
字
は
、
お
も
に
「
献
」
　
二
七
例
と
「
奉
」
四
一
例
と
の
二
種
類
で
あ
り
、

（2）

そ
の
他
に
例
外
的
な
「
進
」
一
例
が
あ
る
。
和
語
「
た
て
ま
つ
る
」
に
は
、
本

動
詞
の
用
法
と
補
助
動
詞
の
用
法
と
が
あ
る
が
、
今
は
そ
の
両
者
を
区
別
せ
ず
、

「
献
」
「
奉
」
　
の
各
巻
に
お
け
る
出
現
情
況
を
示
す
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

両
字
の
全
用
例
数
と
各
巻
の
用
例
数
の
差
に
特
別
の
事
情
や
特
徴
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
意
味
・
用
法
を
詳
細
に
見
る
と
、
両
者
間
に
あ
る

用
字
上
の
使
い
分
け
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
献
」
は
本
動
詞
に
し

（3）

か
用
い
ら
れ
ず
、
「
奉
」
　
は
例
外
的
な
四
例
を
除
き
そ
の
殆
ど
が
補
助
動
詞
に

用
い
ら
れ
、
意
図
的
な
用
字
・
用
語
上
の
区
別
が
伺
え
る
。
具
体
的
に
は
次
の

如
き
例
で
あ
る
。
◎
で
本
動
詞
の
例
を
、
○
で
補
助
動
詞
の
例
を
示
す
。

◎
用
厨
之
敷
毎
日
進
廊
王
常
用
鮮
吾
等
延
暫
命
申
【
上
9
】

〔
王
ノ
厨
ヤ
ノ
用
ス
ラ
ム
敷
ヲ
承
テ
日
ヒ
毎
こ
勒
ミ
テ
進
ツ
ラ
ム
王
ハ
常
二

鮮
ナ
ル
ヲ
用
㌢
吾
レ
ハ
暫
ク
命
ヲ
延
ヘ
ム
ト
申
ス
〕

◎
二
鹿
王
日
替
廊
一
魔
王
賦
臼
歯
次
日
鹿
流
涙
誘
日
【
上
9
】

〔
ニ
ッ
ノ
鹿
ノ
王
日
ヒ
交
セ
こ
互
ヒ
二
進
ツ
ル
此
ノ
王
ノ
奉
ル
ニ
ハ
次
テ
こ

首
レ
ル
鹿
シ
こ
涙
タ
ヲ
垂
レ
テ
誘
≠
ラ
ヘ
テ
云
フ
〕

◎
常
採
莱
麒
行
基
菩
薩
一
日
不
退
入
山
採
菜
【
中
1
3
】

〔
ツ
子
二
花
ヲ
ツ
ミ
テ
行
基
菩
薩
こ
タ
テ
マ
ツ
ル
事
一
日
モ
不
怠
山
こ
イ
リ

リ
ノ
ム

テ
花
ヲ
樋
こ
〕

（
つ
ね
に
な
を
つ
み
て
行
基
菩
薩
に
た
て
ま
つ
る
こ
と
一
日
も
お
こ
た
ら
す

山
に
い
り
て
な
を
つ
む
に
〉

○
侍
女
走
来
申
云
不
知
畢
人
々
分
散
奉
。
求
王
子
未
郵
見
出
l
【
上
1
1
】

〔
仕
ツ
リ
女
走
り
来
テ
申
ス
不
知
食
ヌ
カ
人
々
別
カ
レ
散
リ
テ
王
子
ヲ
求
メ

奉
ル
ナ
ル
ヲ
ハ
末
夕
見
出
不
奉
サ
リ
ケ
リ
〕

○
又
帝
奉
阻
之
事
開
成
宗
我
大
臣
白
太
子
言
率
軍
【
中
1
】



〔
又
天
皇
ヲ
兄
岨
シ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
イ
フ
キ
コ
へ
ア
リ
蘇
我
大
臣
太
子
こ

啓
シ
テ
イ
ク
サ
ヲ
ヒ
キ
ヰ
テ
〕

（
又
み
か
と
を
児
岨
し
た
て
ま
つ
る
と
き
こ
え
な
り
て
そ
か
の
大
臣
太
子
に

ま
う
し
て
い
く
さ
を
ひ
き
ゐ
て
）

○
摩
耶
夫
人
亡
受
取
太
子
奉
養
僑
曇
弥
深
志
也
【
下
7
】

〔
「
耶
夫
人
ハ
ウ
セ
給
こ
シ
カ
ハ
太
子
ヲ
ウ
ケ
ト
リ
テ
ヤ
シ
ナ
ビ
外
刃
可
勇

ル
事
ハ
僑
曇
弥
カ
フ
ル
キ
心
サ
シ
ナ
リ
〕

＿

（
ま
や
ふ
人
は
う
せ
た
ま
ひ
し
か
は
太
子
を
う
け
と
り
て
や
し
な
ひ
た
て
ま

む

つ
り
し
こ
と
は
け
う
と
う
み
か
ふ
か
き
こ
、
ろ
さ
し
な
り
）

こ
れ
ら
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
本
動
詞
と
補
助
動
詞
と
い
う
意
味
・
用
法
の
相

違
に
基
づ
い
て
、
漢
字
や
仮
名
な
ど
の
表
記
を
使
い
分
け
る
よ
う
な
、
用
字
上

の
区
別
に
有
意
性
が
伺
え
る
の
は
前
田
本
だ
け
の
特
徴
と
い
っ
て
良
い
。

そ
こ
で
、
前
田
本
の
「
献
」
「
奉
」
に
対
応
す
る
語
が
観
智
院
本
で
ど
の
よ

う
に
表
記
さ
れ
る
か
を
一
覧
す
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
因
み

に
、
東
大
寺
切
で
対
応
す
る
部
分
は
、
総
て
仮
名
「
た
て
ま
つ
る
」
　
で
あ
る
。

表
か
ら
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
観
智
院
本
に
お
い
て
は
、
本
動
詞
と
補
助
動
詞

と
で
特
徴
的
な
用
字
上
の
区
別
は
な
い
と
言
っ
て
良
い
。
こ
の
こ
と
は
、
次
表

の
観
智
院
本
に
用
い
ら
れ
る
総
て
の
「
た
て
ま
つ
る
」
の
表
記
を
確
認
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
層
明
瞭
に
な
る
。

補 本
動
詞

観
助 智
動 院
詞 本

夕
テ

マ
ツ
ル

奉 進

タ
テ

マ
ツ
ル

奉 進
表

記

3 1
総
序

13 7 2
上
巻

28 7
中
巻

50 19 1
下
巻

78 16 0 26 8 3
合
計

補助動詞 本動 詞

観 観
智

前

田
本

智
前

田
本

院 院
本 本

対
応
な
し

夕
テ

マ
ツ
ル

奉 奉

タ
テ

マ
ツ
ル

奉 進 献
表

記

1 1 2 2
総
序

1 7 8 6 2 8
上
巻

1 12 13 4 4
中
巻

5 14 19 12 1 13
下
巻

8 2 6 7　 41 16 8 3 27
．ム、．
罫

右
の
二
つ
の
表
か
ら
、
観
智
院
本
に
特
徴
的
な
傾
向
も
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
、
「
た
て
ま
つ
る
」
の
漢
字
表
記
「
奉
」
「
進
」
が
総
序
と
上
巻
に
集
中

（4）

し
、
例
外
的
な
「
進
」
一
例
（
存
疑
例
）
を
除
い
て
中
・
下
巻
で
は
総
て
仮
名

表
記
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
に
な
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
巻
が
漢
字
を
大
字
に

片
仮
名
を
双
行
小
字
書
き
に
す
る
「
片
仮
名
双
行
宣
命
書
き
」
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
中
・
下
巻
が
片
仮
名
も
　
（
一
部
付
属
語
等
を
除
き
）
漢
字
と
同
じ
大
き

さ
で
書
く
「
漢
字
片
仮
名
交
り
文
」
で
あ
る
こ
と
と
揆
を
一
に
し
て
い
る
。
斯

か
る
情
況
を
、
単
な
る
表
記
様
式
の
相
違
か
ら
く
る
違
い
と
説
明
す
る
向
き
も

あ
る
が
、
上
巻
と
中
・
下
巻
と
の
質
的
な
違
い
を
反
映
し
た
事
象
と
し
て
、
解

釈
し
直
す
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
文
体
的
な
質
の
違
い
、
筆
記
者

の
違
い
、
親
本
の
遠
い
等
々
、
様
々
な
可
能
性
か
ら
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
用
字
の
区
別
と
い
う
点
で
、
「
進
」
字
が
本
動
詞
の
用
法
に
し
か
用

い
ら
れ
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
先
に
示
し
た
【
上
9
】
　
の
用
例



で
あ
る
。
一
見
す
る
と
有
意
の
区
別
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
僅
か
二
例
で
あ
り
、

意
味
・
用
法
上
も
「
奉
」
と
の
違
い
が
分
明
で
な
く
、
一
定
の
基
準
を
持
っ
た

意
図
的
な
用
字
上
の
区
別
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
疑
わ
し
い
。

こ
こ
ま
で
、
使
用
文
字
の
区
別
と
い
う
表
記
上
の
特
徴
か
ら
、
用
語
・
用
字

の
選
択
が
一
定
の
規
範
意
識
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
を
述
べ
て
き
た
。
次
に
、

語
序
・
語
法
や
構
文
な
ど
の
特
徴
的
な
事
象
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

漢
文
と
和
文
と
の
最
も
基
本
的
な
相
違
点
は
、
譜
序
に
関
わ
る
構
文
の
問
題

で
あ
る
。
禰
助
動
詞
の
文
法
的
性
格
は
、
助
動
詞
な
ど
と
同
じ
で
、
動
詞
に
下

接
・
付
随
す
る
、
上
接
動
詞
と
の
従
属
的
な
関
係
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国
語
の

語
序
に
よ
っ
て
漢
字
を
並
べ
る
だ
け
の
構
文
な
ら
ば
、
補
助
動
詞
「
奉
」
は
動

詞
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
田
本
の
補
助
動
詞
「
奉
」
は
、

速
読
を
前
提
に
、
動
詞
の
上
に
置
か
れ
る
。
次
例
は
「
み
た
て
ま
つ
る
」
と
い

う
補
助
動
詞
用
法
の
　
「
奉
」
　
で
あ
る
が
、
動
詞
の
上
に
置
か
れ
る
。

○
況
日
登
切
利
天
一
之
時
作
り
嘩
ア
像
一
奉
見
一
日
趣
婆
羅
林
一
之
後
【
上
序
】

〔
況
ヤ
切
利
天
二
上
り
給
ヘ
リ
ケ
ル
時
ヨ
リ
作
り
侍
タ
ル
御
ム
形
ヲ
見
奉
り

婆
羅
林
こ
赴
キ
給
こ
シ
後
ヨ
リ
〕

観
智
院
本
の
　
「
見
奉
り
」
は
、
国
語
の
語
序
で
並
ぶ
一
般
的
な
漢
字
仮
名
交
り

文
の
姿
で
あ
る
。
し
か
し
、
観
智
院
本
に
も
国
語
の
語
序
と
は
異
な
る
　
［
奉
－

動
詞
］
型
に
な
る
例
が
あ
る
。

○
後
法
聞
蓮
花
先
世
尼
衣
服
其
力
今
価
値
酔
迷
戯
衣
善
根
終
不
虚
【
総
序
】

〔
後
二
法
ヲ
聞
キ
蓮
花
色
力
戯
こ
尼
ノ
衣
ヲ
服
ケ
ル
ハ
其
カ
ニ
今
備
二
奉
遇

レ
リ
酔
ノ
迷
ヒ
戯
ノ
衣
成
シ
タ
ニ
善
根
遂
不
空
ケ
レ
ハ
〕

○
吾
佐
部
与
人
誰
副
将
郵
翠
玉
【
上
は
】

〔
吾
レ
ヲ
人
二
取
サ
ツ
ハ
誰
レ
カ
副
テ
奉
養
ト
ス
ル
ニ
宣
ヘ
ハ
〕

○
語
父
母
云
…
…
世
皆
元
常
人
命
巨
留
早
速
本
意
給
吾
副
奉
養
【
上
1
3
】

〔
父
母
モ
語
テ
云
ク
…
…
世
ハ
骨
常
元
シ
人
ノ
命
ハ
止
り
難
シ
早
ク
其
ノ
事

ヲ
遂
ケ
給
へ
我
レ
副
テ
奉
養
ラ
ム
ト
云
ヘ
ハ
〕

観
智
院
本
の
斯
か
る
型
の
三
例
と
そ
れ
以
外
の
　
「
見
奉
ル
」
　
の
如
き
型
の
一
一

例
と
の
間
に
、
意
味
・
用
法
な
ど
の
積
極
的
に
説
明
可
能
な
相
違
点
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。

補
助
動
詞
「
奉
」
の
語
序
に
着
目
し
て
、
動
詞
と
の
承
接
関
係
を
見
る
と
、
［
奉

－
動
詞
］
　
と
　
［
動
詞
－
奉
］
　
と
の
二
型
が
あ
る
。
禰
助
動
詞
「
奉
」
は
、
前
田

本
に
四
一
例
、
観
智
院
本
に
一
四
例
　
（
漢
字
表
記
に
限
る
）
　
が
存
す
る
が
、
こ

れ
ら
を
語
序
型
式
で
分
類
す
る
と
、
［
奉
－
動
詞
］
　
型
が
前
田
本
「
総
序
1
・

上
巻
8
・
中
巻
1
3
・
下
巻
1
9
」
観
智
院
本
「
総
序
1
・
上
巻
2
」
、
［
動
詞
－
奉
］

型
は
観
智
院
本
に
し
か
な
く
「
総
序
1
・
上
巻
1
0
」
と
い
う
情
況
で
あ
る
。
勿

論
、
観
智
院
本
の
仮
名
表
記
は
総
て
　
［
動
詞
－
タ
テ
マ
ツ
ル
］
　
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
観
智
院
本
で
は
そ
の
語
序
型
式
に
統
一
性
が
な
い
の
に
対
し
て
、
前
田
本

の
場
合
は
、
国
語
の
語
序
に
な
る
　
［
動
詞
－
奉
］
　
型
が
一
例
も
な
く
、
全
巻
を

通
し
て
　
［
奉
－
動
詞
］
　
型
の
語
序
で
一
貫
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
斯

か
る
事
象
は
単
な
る
偶
然
と
は
考
え
難
く
、
用
語
・
用
字
の
選
択
と
同
様
に
、

前
田
本
に
は
一
定
の
規
範
を
背
景
に
し
た
有
意
の
表
記
態
度
が
あ
っ
た
こ
と
を

伺
わ
せ
る
。
少
な
く
と
も
、
補
助
動
詞
「
奉
」
　
の
よ
う
な
、
或
る
特
定
の
表
現

に
は
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
国
語
の
語
序
で
書
か

れ
た
仮
名
文
か
ら
単
純
に
漢
字
の
み
を
集
め
て
並
べ
た
だ
け
の
文
章
で
は
な

く
、
漢
文
形
式
の
構
文
に
よ
っ
て
表
現
し
ょ
う
と
す
る
志
向
が
、
な
ん
ら
か
の

形
で
、
働
い
た
文
章
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
「
奉
」
　
の
承
接
す
る
動
詞
が
目
的
語
　
（
本
稿
で
は
、
客
語
や
補
語



等
を
区
別
せ
ず
、
便
宜
的
に
そ
れ
ら
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。
）
を
と
る
場
合
も
、

そ
の
一
四
例
が
総
て
同
一
の
語
序
型
式
を
と
る
。

○
侍
女
走
来
申
云
不
知
食
一
人
々
分
散
奉
。
求
王
子
未
奉
見
出
一
【
上
1
1
】

〔
仕
ツ
リ
女
走
り
来
テ
申
ス
不
知
食
ヌ
カ
人
々
別
カ
レ
散
リ
テ
丑
割
判
矧
の

奉
ル
ナ
ル
ヲ
ハ
未
夕
見
出
不
奉
サ
リ
ケ
リ
〕

○
吾
令
免
被
打
之
罪
吾
等
三
人
之
名
呼
令
萄
矧
金
剛
矧
矧
訓
矧
云
【
中
1
4
】

〔
我
り
タ
レ
ム
罪
ヲ
マ
ヌ
カ
ラ
シ
メ
ム
カ
タ
メ
二
三
人
力
名
ヲ
ヨ
ハ
ヒ
テ
金

剛
般
若
経
百
巻
ヲ
ヨ
マ
セ
タ
テ
マ
ツ
レ
〕

（
わ
か
う
た
れ
む
つ
み
を
ぬ
か
れ
し
め
ん
か
た
め
に
わ
れ
ら
み
た
り
な
を
よ

は
ひ
て
こ
む
か
う
般
若
経
百
巻
を
よ
ま
し
め
た
て
ま
つ
れ
）

○
形
似
ハ
沙
門
l
一
必
奉
見
賢
劫
ノ
諸
傭
ヲ
懸
鴻
ヲ
大
悲
ノ
経
文
一
一
二
下
序
】

〔
カ
タ
チ
聾
聞
l
ニ
ー
ヌ
レ
ハ
必
ス
ケ
ム
コ
ウ
ノ
モ
ム
ニ
カ
ケ
タ
リ
〕

（
か
た
ち
沙
門
。
、
ぬ
れ
は
か
な
ら
す
賢
劫
の
も
ろ
く
の
は

て
ま
つ
り
た
の
み
を
大
非
経
の
も
む
に
か
け
た
り
）

と
け
を
み
た

○
依
昔
善
根
奉
値
今
尺
迦
如
来
遂
為
尼
入
聖
位
【
下
1
3
】

〔
昔
ノ
善
根
こ
ヨ
リ
テ
今
尺
迦
如
来
こ
ア
ヒ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
ツ
ヒ
こ
猶
尼
ト

ナ
リ
テ
羅
漢
ノ
位
ヲ
ユ
タ
リ
〕

前
田
本
の
「
奉
」
と
動
詞
と
の
承
接
関
係
に
お
い
て
、
「
奉
」
が
動
詞
の
上
位

に
位
置
す
る
語
序
が
固
定
的
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
も
、
国
語
の
文
法
を

反
映
す
る
語
序
型
式
に
は
　
［
奉
－
目
的
語
－
動
詞
］
　
［
目
的
語
－
奉
－
動
詞
］

な
ど
が
用
い
ら
れ
る
可
能
性
も
考
え
得
る
が
、
そ
の
様
な
例
は
全
く
な
く
、
一

貫
し
て
［
奉
－
動
詞
－
目
的
語
］
の
語
序
型
式
で
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、

一
定
の
規
範
意
識
に
基
づ
い
た
表
記
態
度
が
、
前
田
本
で
は
か
な
り
強
固
な
も

の
で
あ
っ
た
と
さ
え
伺
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
奉
」
字
の
用
法
は
、
漢
文
に
は
な
く
、
漢
文
の

訓
読
で
常
に
返
読
を
要
す
る
い
わ
ゆ
る
返
読
字
で
も
な
く
、
和
文
の
語
法
か
ら

見
て
も
破
格
と
い
え
る
語
序
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
前
田
本
で
は
全

巻
を
通
し
て
　
［
奉
－
動
詞
］
　
の
語
序
に
よ
る
表
記
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
前
の
　
【
中
1
4
】
　
で
、
東
大
寺
切
の
「
こ
む
か
う
般
若
経
石
巻
を
よ
ま
し
め

た
て
ま
つ
れ
」
に
対
し
て
、
前
田
本
は
「
奉
令
譲
」
と
せ
ず
「
令
奉
讃
金
剛
般

若
経
百
巻
」
　
で
あ
る
よ
う
に
、
禰
助
動
詞
「
奉
」
を
動
詞
の
直
上
に
置
く
こ
と

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
観
智
院
本
の
漢
字
仮
名
交
り
文
に

お
い
て
す
ら
、
少
数
な
が
ら
、
［
奉
－
動
詞
］
　
の
語
序
が
現
れ
る
。
斯
か
る
情

況
が
生
じ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、
解
釈
・
説
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
和
化
浜
文
「
高
山
寺
本
古
往
来
」
の
補
助
動
詞
「
奉
」
は
、

例
外
的
一
例
を
除
き
、
動
詞
の
上
位
に
位
置
す
る
こ
と
が
、
先
学
に
よ
っ
て
指

（5）

摘
さ
れ
る
。
和
化
漢
文
や
漢
字
片
仮
名
交
り
文
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
、
少
な
く

と
も
、
前
田
本
だ
け
に
見
ら
れ
る
特
異
な
用
法
で
は
な
い
こ
と
が
解
る
。
ま
た
、

漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
、
返
読
字
が
関
わ
る
場
合
「
梵
王
天
眼
不
見
其
頂
一
目

連
力
神
通
不
極
其
聾
一
〔
梵
王
ノ
天
眼
モ
其
頂
ヲ
不
見
ス
目
連
ノ
神
通
モ
其
ノ
音

ヲ
利
矧
刃
丸
〕
【
上
序
】
」
や
「
休
ミ
朝
相
羽
」
の
如
き
表
記
が
一
般
に
行
わ
れ

る
。
今
昔
物
語
集
等
の
例
を
ひ
く
ま
で
も
な
く
、
観
智
院
本
に
も
頻
出
す
る
形

式
で
、
漢
字
仮
名
交
り
文
に
お
け
る
返
読
字
を
含
む
句
の
典
型
で
あ
る
。
こ
の

形
式
が
日
本
語
の
語
序
を
旨
と
し
た
文
章
に
ま
で
行
わ
れ
る
の
は
、
極
め
て
一

般
的
な
定
型
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
、
定
着
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
漢
文
と
し
て
も
和
文
と
し
て
も
破
格
の
語
序
型
式
が
、
前
田
本
で

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

一
貫
し
た
規
範
の
如
く
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
和
化
漢
文
の
構
文
と
し
て
広
い

範
囲
に
通
用
し
た
用
法
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
字
仮
名
交
り



文
に
も
そ
の
ま
ま
の
語
序
で
用
い
ら
れ
る
ほ
ど
に
一
般
的
で
、
他
の
返
読
字
な

ど
と
同
等
の
位
置
づ
け
に
な
る
　
（
和
化
漢
文
特
有
か
）
　
意
識
が
あ
り
、
限
定
的

な
地
域
・
階
層
・
集
団
な
ど
の
社
会
だ
け
で
は
な
く
、
か
な
り
広
範
囲
に
社
会

性
を
帯
び
た
用
法
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

「
た
ま
ふ
（
賜
・
給
）
」
に
つ
い
て

前
田
本
に
お
い
て
和
語
「
た
ま
ふ
」
　
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
と
認
め
ら
れ
る

漢
字
は
、
「
賜
」
と
「
給
」
　
で
あ
る
。
和
語
「
た
ま
ふ
」
に
は
、
本
動
詞
の
用

法
と
補
助
動
詞
の
用
法
と
が
あ
る
が
、
「
賜
」
　
は
総
て
本
動
詞
に
用
い
ら
れ
る

の
に
対
し
、
「
給
」
は
本
動
詞
と
補
助
動
詞
と
の
両
用
法
に
用
い
ら
れ
る
。
両

字
の
用
法
の
遠
い
と
各
巻
に
お
け
る
出
現
情
況
は
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

◎
授
大
僧
正
職
賜
度
者
四
百
人
　
【
中
3
】

〔
ハ
シ
メ
テ
大
僧
正
ノ
職
ヲ
サ
ツ
ケ
給
度
者
四
百
人
ヲ
給
〕

（
は
し
め
て
大
そ
う
さ
う
の
し
き
を
さ
つ
け
度
者
四
百
人
を
た
ま
ふ
）

◎
天
平
元
年
仰
道
慈
令
改
造
此
寺
給
則
賜
道
慈
律
師
位
【
下
1
7
】

〔
天
平
元
年
二
道
慈
二
律
師
ノ
位
ヲ
タ
マ
フ
〕

（
天
平
元
年
に
道
慈
に
お
は
せ
て
か
の
寺
を
あ
ら
た
め
つ
く
ら
し
め
た
ま
ふ

す
な
は
ち
道
慈
に
り
し
の
位
を
た
ま
ふ
）

右
例
の
如
く
、
前
眉
本
の
「
賜
」
は
総
て
「
上
位
者
が
下
位
者
へ
物
や
恩
恵
を

与
え
る
動
作
」
を
表
す
尊
敬
語
の
用
法
で
あ
る
。
前
田
本
の
　
「
賜
」
　
に
対
応
す

る
語
が
、
観
智
院
本
で
は
「
賜
」
「
給
」
「
タ
マ
フ
」
三
種
の
表
記
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
解
る
。
そ
こ
で
、
前
田
本
の
　
「
賜
」
一
六
例
が
、
観
智
院
本
と
東
大

寺
切
の
対
応
部
分
で
、
ど
の
よ
う
な
表
記
に
な
っ
て
い
る
か
を
次
に
見
る
。

前
節
の
　
「
た
て
ま
つ
る
」
と
同
様
に
、
基
本
的
に
は
用
字
の
相
違
が
意
味
・
用

法
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
見
て
良
い
。

ま
ず
、
本
動
詞
の
例
か
ら
考
察
を
加
え
る
。

◎
王
云
ヲ
嘩
ア
後
二
可
邸
云
テ
出
テ
遊
苑
一
之
程
1
二
上
2
】

〔
王
ノ
云
ク
還
テ
後
こ
賜
ハ
ム
ト
一
手
テ
出
ヌ
園
二
遊
フ
程
こ
〕

◎
太
子
成
悲
蹄
宮
奏
王
開
倉
敷
蠍
物
於
貧
民
【
上
4
】

〔
太
子
悲
ヲ
生
ナ
シ
テ
宮
二
還
テ
王
二
日
シ
テ
倉
ヲ
開
ク
敷
シ
バ
称
ヲ
出
シ

テ
貧
キ
民
二
賜
フ
〕

東 観
智大

前

田
本

寺 院
切 本

対
応
無

た
ま

ふ

給
タ

マ
フ

給 賜 賜 表
記

総
序

6 2 4 6
上
巻

1 2 1 1 3 4
中
巻

2 4 3 3 6 下
巻

9 6 1 4 8 4 16
∠ゝ口
計

「
タ
ブ
」
を
含
む

前
田
本
の
用
字
が
一
貫
し
て
い
る
の
に
対
し
、
観
智
院
本
で
は
明
確
な
基
準
を

求
め
得
な
い
。
観
智
院
本
で
の
　
「
賜
」
字
使
用
は
、
初
出
か
ら
の
四
例
　
（
上
巻

第
四
話
ま
で
）
　
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
降
に
は
全
く
現
れ
ず
、
無
秩
序
で
あ
る
よ

う
に
見
え
る
。
基
準
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
和
語
の
語
形
　
（
意
味
・
用
法
を
間
わ



な
い
）
　
に
対
応
す
る
使
用
漢
字
の
単
純
化
　
（
同
一
語
形
を
同
一
字
で
）
　
と
い
う

お
お
よ
そ
の
志
向
で
あ
ろ
う
か
。
「
た
て
ま
つ
る
」
　
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
上

巻
で
の
み
漢
字
表
記
と
い
う
傾
向
す
ら
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
一
定
の
基
準
で
統
一
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
前
田
本
に
お
い
て
、
本
動

詞
「
た
ま
ふ
」
　
の
用
字
が
「
賜
」
と
「
給
」
と
の
二
種
で
あ
る
こ
と
に
異
様
さ

を
お
ぼ
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
給
」
九
例
を
詳
細
に
見
る
こ
と
で
、

そ
の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
流
水
走
蹄
テ
往
テ
王
前
一
令
ム
言
事
由
↓
ヲ
願
給
ハ
テ
廿
之
大
象
づ
運
テ
水
一
括
メ
ム
魚
．
．

王
即
給
フ
象
－
．
【
上
7
】

〔
流
水
走
り
返
テ
王
ノ
御
許
二
行
キ
テ
事
ノ
由
ヲ
令
申
メ
テ
願
ハ
廿
ノ
大
象

ヲ
給
バ
リ
テ
水
ヲ
運
テ
魚
ヲ
生
ケ
ム
ト
申
ス
王
則
象
ヲ
給
ヒ
ツ
〕

②
若
剥
テ
此
皮
彿
竿
蒜
警
手
必
榔
宮
桓
ア
ム
賓
二
上
8
】

〔
濁
ノ
狩
り
入
来
テ
是
ヲ
見
テ
念
フ
若
是
力
皮
ヲ
剥
テ
王
二
奉
タ
ラ
ハ
必
ス

官
ヲ
給
リ
財
ヲ
得
テ
ム
〕

レ

ハ

メ

ク

マ

　

　

ヽ

．

ヽ

．

ヽ

．

ヰ

テ

③
母
ハ
来
給
ナ
ハ
必
被
ム
留
メ
妨
ケ
ラ
若
被
憲
一
早
ク
給
へ
滑
去
ラ
ム
ト
申
ス
【
上
1
2
】

〔
母
来
り
給
ヒ
ナ
ム
必
ス
止
メ
妨
ケ
ラ
レ
ナ
ム
若
シ
恵
マ
ハ
早
ク
給
リ
テ
去

リ
ナ
ム
ト
云
フ
〕

右
例
か
ら
は
、
「
賜
」
が
総
て
　
「
上
位
者
が
下
位
者
へ
与
え
る
動
作
」
を
表
す

尊
敬
語
「
た
ま
ふ
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
給
」
は
実
は
「
た
ま
は
る
」
で
「
下

位
者
が
上
位
者
か
ら
受
け
る
・
も
ら
う
」
　
の
意
の
謙
譲
語
で
あ
る
こ
と
が
解

る
。
③
は
、
送
り
仮
名
か
ら
見
る
と
「
ク
マ
へ
」
　
で
あ
る
が
、
観
智
院
本
が
「
タ

マ
バ
リ
」
　
で
あ
り
、
文
脈
か
ら
見
て
も
、
観
智
院
本
の
よ
う
な
受
動
的
表
現
「
た

レ

ハ

メ

ク

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヰ

テ

ま
は
る
」
と
見
て
　
「
被
恵
　
（
メ
グ
マ
レ
バ
）
」
「
早
ク
給
リ
」
「
将
去
ラ
ム
」
と
す

る
方
が
、
各
動
詞
の
行
為
主
体
（
主
語
）
　
に
揺
れ
が
な
く
て
良
い
。
な
お
、
①

の
後
者
「
給
7
」
は
、
他
の
人
例
と
比
べ
て
も
異
質
で
、
こ
の
一
例
だ
け
説
明

が
つ
か
な
い
。
前
田
本
の
一
貫
し
た
基
準
か
ら
は
「
賜
」
が
期
待
さ
れ
る
が
、

あ
る
い
は
直
前
の
　
「
給
」
　
に
ひ
か
れ
て
誤
っ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

④
申
王
召
翁
間
給
申
王
白
申
太
子
榔
也
費
入
来
申
【
上
は
】

〔
王
こ
申
セ
ハ
翁
ナ
ヲ
召
シ
テ
間
ヒ
給
二
太
子
二
申
シ
カ
ハ
給
ヘ
ル
也
人
こ

膏
ラ
ム
ト
テ
来
レ
ル
也
ト
申
ス
〕

⑤
講
師
同
人
仕
丁
謂
巳
講
依
次
給
律
師
位
【
下
1
1
】

〔
講
師
ハ
同
人
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル
終
ヌ
レ
ハ
巳
溝
ト
イ
フ
次
こ
ヨ
リ
テ
律
師
ノ

位
こ
ヲ
サ
メ
給
〕
　
（
観
智
院
本
の
「
給
」
は
補
助
動
詞
）

⑥
国
々
給
稲
＝
…
自
司
々
榔
米
塩
姶
自
手
親
公
卿
百
官
人
々
令
出
銭
【
下
芭

〔
国
々
こ
ハ
米
ヲ
ク
マ
ヘ
リ
…
…
京
こ
バ
ツ
カ
サ
〈
ヨ
リ
米
塩
等
ヲ
タ
マ

ヒ
御
子
達
上
達
部
ヨ
リ
ハ
シ
メ
テ
モ
、
チ
ノ
ツ
カ
サ
ノ
人
〈
ニ
銃
ヲ
イ

タ
サ
シ
ム
〕

④
⑥
は
観
智
院
本
で
「
た
ま
ふ
」
　
で
あ
る
が
、
⑤
も
含
め
て
、
前
田
本
で
は
観

智
院
本
と
内
容
・
表
現
の
細
部
ま
で
完
全
に
一
致
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
前
田
本
の
文
脈
で
は
、
敬
意
対
象
者
の
　
「
与
え
る
」
行
為
を
直
接
に

表
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
上
位
者
か
ら
「
受
け
る
」
行
為
の
謙
譲
表
現
と
見

て
差
し
支
え
な
い
。
前
田
本
の
文
脈
で
は
、
④
は
翁
が
太
子
か
ら
「
た
ま
わ
っ

た
」
　
の
で
あ
り
、
⑤
は
「
位
を
た
ま
わ
っ
た
」
　
（
「
ヲ
サ
メ
」
に
対
応
す
る
語
の

表
記
が
な
い
）
　
の
で
あ
る
。
ま
た
、
⑥
も
、
前
田
本
の
「
国
々
給
稲
」
と
い
う

語
序
か
ら
見
て
も
「
国
々
に
与
え
た
」
　
の
で
は
な
く
「
国
々
が
た
ま
わ
っ
た
」

の
で
あ
り
、
「
米
塩
を
た
ま
わ
っ
た
」
と
い
う
文
脈
で
解
釈
で
き
る
。

⑦
今
成
シ
テ
悪
ノ
計
り
。
ト
ヲ
殺
ス
此
ノ
菩
薩
孟
口
若
給
官
l
与
賓
一
璃
ナ
ム
ト
ス
与
彼
同
心

之
人
云
ヒ
テ
【
上
8
】



〔
今
此
ノ
悪
キ
謀
事
ヲ
成
シ
テ
此
ノ
菩
薩
ヲ
殺
セ
リ
我
レ
若
宮
ヲ
給
ヒ
財
ヲ

与
へ
ハ
彼
下
心
ヲ
同
ク
ス
ル
ニ
成
ナ
ム
ト
宣
ヒ
テ
〕

⑦
は
、
①
～
⑥
が
「
受
け
る
」
動
作
の
表
現
で
あ
る
の
と
異
な
り
、
「
上
位
者

が
下
位
者
へ
与
え
る
動
作
」
を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。
「
賜
」
に
よ
る

表
現
と
同
様
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
両
者
間
に
は
特
徴
的
な
差
異
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
賜
」
は
行
為
客
体
（
受
け
手
）
　
で
あ
る
下
位
者
や
第
三
者
の
立

場
か
ら
行
為
主
体
に
敬
意
を
示
す
の
に
対
し
、
⑦
の
「
給
」
は
国
王
の
会
話
文

中
で
行
為
主
体
（
国
王
）
　
が
行
為
主
体
自
身
に
敬
意
を
示
し
た
尊
大
な
表
現
、

一
種
の
自
敬
表
現
で
あ
る
。
自
敬
表
現
と
は
、
い
わ
ば
行
為
主
体
と
同
一
の
表

現
者
（
上
位
者
）
　
が
、
行
為
客
体
（
受
け
手
・
下
位
者
）
　
の
立
場
か
ら
、
行
為

主
体
（
上
位
者
自
身
）
　
の
動
作
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方

か
ら
言
え
ば
、
⑦
の
「
給
」
も
、
受
け
手
で
あ
る
下
位
者
の
視
点
か
ら
の
受
動

的
表
現
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
①
～
⑥
の
「
給
」
と
共
通
の
表
現
性
を
備
え
た

用
字
と
言
え
る
。
ま
た
、
「
た
ま
ふ
」
が
恩
恵
を
受
け
る
下
位
者
の
立
場
を
主

と
し
て
行
為
者
を
敬
う
気
持
ち
か
ら
尊
敬
語
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
①
～
⑦
と
の
用
字
が
同
じ
「
給
」
　
で
あ
る
こ

と
は
、
受
動
的
意
味
と
立
場
を
持
つ
と
い
う
共
通
の
表
現
性
で
結
び
つ
く
。

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
前
田
本
に
お
け
る
本
動
詞
用
法
の
「
賜
」
と
「
給
」

と
の
間
に
は
、
意
味
・
用
法
の
違
い
に
基
づ
く
用
字
の
区
別
が
明
ら
か
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
、
「
賜
」
は
為
手
表
現
　
（
「
与
え
る
」
意
の
尊
敬

語
「
た
ま
ふ
」
）
　
に
、
「
給
」
は
受
け
手
（
受
動
）
　
表
現
（
「
受
け
る
・
貰
う
」

意
の
謙
譲
語
「
た
ま
は
る
」
）
　
に
用
い
ら
れ
、
斯
か
る
基
本
的
な
性
格
の
差
異

が
用
字
の
区
別
に
反
映
し
て
い
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

次
に
、
補
助
動
詞
の
「
給
」
に
つ
い
て
は
、
尊
敬
表
現
に
用
い
ら
れ
　
（
前
田

本
に
謙
譲
表
現
の
「
給
」
は
な
い
）
、
意
味
・
用
法
に
注
R
U
す
べ
き
問
題
な
ど

は
な
い
が
、
「
奉
」
と
同
様
、
語
序
に
特
徴
的
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
結
論

的
に
言
う
と
、
動
詞
と
の
承
接
関
係
は
［
動
詞
－
給
］
の
語
序
型
式
を
と
り
、
「
給
」

の
承
接
す
る
動
詞
が
目
的
語
を
と
る
場
合
も
同
じ
で
、
動
詞
の
上
位
に
「
給
」

が
位
置
す
る
こ
と
は
な
い
。
（
「
奉
」
は
常
に
動
詞
の
上
位
で
あ
っ
た
。
）

動 動 動

三丘

詞 詞 詞

l 1 1
給 目 給 PR

序l 的 型
日 語 式
的 l
三五DH

給

6
稔
序

1 2 0 4 2
上
巻

11 33
中
巻

2 3 0 5 3
下
巻

3 6 1 13 4
∠ゝ昇

既
述
し
た
よ
う
に
、
補
助
動
詞
の
文
法
的
性
格
の
特
徴
は
、
動
詞
に
下
接
・

付
随
し
て
従
属
的
な
関
係
を
持
つ
こ
と
に
あ
る
の
で
、
［
動
詞
－
給
］
　
語
序
型

式
は
国
語
の
語
法
・
構
文
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
奉
」
　
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
動
詞
と
の
連
接
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
補

助
動
詞
の
自
然
な
姿
で
あ
る
。
従
っ
て
、
動
詞
が
目
的
語
を
と
る
場
合
、
漢
文

的
表
現
を
ふ
ま
え
な
が
ら
漢
字
を
並
べ
る
だ
け
の
構
文
な
ら
ば
、
次
例
の
よ
う

な
［
動
詞
－
給
－
目
的
語
］
型
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

サ
ム
テ

○
母
后
留
テ
宮
一
癖
高
楼
上
一
見
給
三
夢
一
【
上
1
1
】

〔
母
后
キ
宮
二
留
リ
テ
高
キ
楼
ノ
上
へ
こ
叡
タ
リ
一
二
ツ
ノ
夢
ヲ
見
ル
〕

と
こ
ろ
が
、
前
田
本
で
は
、
こ
の
型
は
例
外
的
に
三
例
用
い
ら
れ
る
の
み
で
、

圧
倒
的
多
数
の
六
一
例
が
次
の
如
き
［
動
詞
－
目
的
語
－
給
］
型
で
現
れ
る
。

○
太
子
憐
テ
令
メ
飲
襲
㌢
令
メ
食
某
一
給
フ
【
上
1
2
】

〔
太
子
憐
レ
ヒ
テ
湯
ヲ
令
飲
メ
菓
ヲ
令
食
メ
給
フ
〕

（
ふ
た
を
の
ま
せ
く
た
も
の
を
く
は
せ
た
ま
ふ
）



○
助
我
命
給
必
格
奉
書
祈
念
【
中
1
7
】

〔
我
命
ヲ
タ
ス
ケ
給
ハ
、
カ
ナ
ラ
ス
ト
ク
カ
キ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
念
ス
〕

（
わ
か
い
の
ち
を
た
す
け
た
ま
へ
経
ハ
か
な
ら
す
と
く
か
き
た
て
ま
つ
ら
ん

と
ね
む
す
る
に
）

補
助
動
詞
用
法
の
　
「
給
」
は
、
漢
文
に
な
い
も
の
で
あ
り
、
和
文
の
語
法
で

は
動
詞
と
の
連
接
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
、
動
詞
が
目
的
語
を
と

る
場
合
に
、
動
詞
と
　
「
給
」
と
の
間
に
R
H
的
語
を
挿
入
す
る
　
［
動
詞
－
目
的
語

－
給
］
型
は
漢
文
式
で
も
和
文
式
で
も
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
前
田
本

で
は
　
［
動
詞
－
目
的
語
－
給
］
　
型
を
使
用
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て

貫
か
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
［
動
詞
－
目
的
語
！
給
］
　
型
は
、
「
高
山
寺
本
古
往

（6－

来
」
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
前
田
本
だ
け
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
特
異
な

用
法
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
前
田
本
は
、
国
語
の
語
序
に
よ
っ

て
無
批
判
に
漢
字
を
並
べ
た
の
で
は
な
く
、
一
定
の
規
範
を
背
景
に
し
た
有
意

の
文
章
作
成
態
度
が
反
映
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
は
べ
り
・
さ
ぷ
ら
ふ
　
（
侍
・
候
）
」
に
つ
い
て

中
古
・
中
世
に
お
け
る
待
遇
の
補
助
動
詞
に
「
は
べ
り
」
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
が

あ
り
、
漢
字
表
記
に
は
「
侍
」
「
候
」
　
が
用
い
ら
れ
る
。
前
田
本
に
は
　
「
侍
」

が
な
く
、
「
候
」
だ
け
が
五
例
用
い
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
動
詞
で
あ
っ
て
、

補
助
動
詞
用
法
で
は
な
い
。
本
論
と
は
少
し
ず
れ
る
が
、
三
伝
本
の
言
語
的
性

格
を
検
討
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
の
で
、
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

前
田
本
の
　
「
候
」
五
例
は
総
て
「
存
在
す
る
」
意
の
本
動
詞
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
の
三
例
は
観
智
院
本
で
「
侍
」
　
の
表
記
を
用
い
る
が
、
文
脈
や
送
り
仮
名

か
ら
も
和
語
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
　
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

◎
父
王
入
山
林
一
遊
フ
。
王
子
皆
疇
舅
千
時
王
子
【
上
1
1
】

〔
王
山
林
二
出
テ
遊
フ
王
子
皆
侍
ラ
フ
〕

◎
驚
甚
貴
恭
此
新
軍
産
僻
此
可
息
給
申
【
上
巳

〔
驚
テ
甚
夕
恭
ケ
ナ
ク
貴
シ
異
こ
新
シ
キ
草
ノ
造
ヲ
侍
フ
暫
ク
此
こ
休
ミ
可

給
シ
ト
申
シ
テ
〕

（
お
と
ろ
き
て
は
な
は
た
、
う
と
し
こ
、
に
あ
た
ら
し
き
く
さ
の
む
し
ろ
封

ふ
ら
ふ
L
は
ら
く
こ
れ
に
や
…
以
下
欠
〉

◎
仕
入
嬢
女
親
僻
官
欒
多
【
上
は
】

〔
奉
仕
人
ハ
卑
キ
人
ノ
娘
ナ
リ
ト
モ
親
ノ
宮
ノ
中
二
侍
テ
楽
ヒ
多
カ
リ
〕

他
の
二
例
は
、
観
智
院
本
で
「
候
」
、
東
大
寺
切
で
「
さ
ふ
ら
ふ
」
　
の
表
記
で

あ
る
が
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。
特
に
、
次
例
は
、
観
智
院
本
・
東
大
寺
切
で

は
「
参
上
す
る
」
意
に
も
解
釈
で
き
る
と
こ
ろ
を
、
前
田
本
で
は
明
確
に
「
存

在
す
る
」
　
の
意
に
な
る
よ
う
な
表
現
で
「
候
」
を
用
い
て
い
る
。

◎
翁
云
サ
ク
聞
ク
ニ
御
心
嘉
慈
悲
‥
之
由
僻
力
也
【
上
芭

〔
翁
ノ
云
ク
御
心
ヲ
間
キ
、
テ
候
ツ
ル
也
ト
云
ヘ
ハ
〕

（
お
き
な
の
い
は
く
御
心
を
き
、
て
さ
ふ
ら
ひ
つ
る
な
り
と
い
へ
は
）

観
智
院
本
で
は
「
候
」
が
五
例
用
い
ら
れ
る
。
三
例
は
前
田
本
と
同
じ
「
存

在
す
る
」
意
の
本
動
詞
で
あ
る
が
、
一
例
は
「
参
上
す
る
」
　
の
意
で
用
い
ら
れ

る
。
前
田
本
で
は
、
そ
れ
を
「
参
」
　
に
よ
っ
て
表
記
し
、
「
参
上
す
る
」
　
の
意

を
「
候
」
　
に
担
わ
せ
て
は
い
な
い
。
意
図
的
な
用
字
上
の
区
別
が
伺
え
る
。

◎
往
海
之
者
全
巨
還
此
仰
匝
忍
迄
死
所
翠
玉
【
上
4
】

〔
海
二
往
ク
者
ノ
バ
全
ク
遠
コ
ト
難
シ
此
ノ
仰
忍
ヒ
難
シ
死
ナ
ム
所
マ
テ
候

ラ
ハ
ム
ト
云
フ
〕



残
り
一
例
が
唯
一
補
助
動
詞
の
「
候
」
で
あ
る
　
（
仮
名
表
記
「
サ
フ
ラ
フ
」
は

な
い
）
。
「
伺
候
す
る
」
意
に
と
れ
な
く
も
な
い
が
、
文
脈
や
語
法
か
ら
は
補
助

動
詞
と
見
て
良
い
。
前
田
本
の
対
応
部
分
に
は
「
侯
」
が
用
い
ら
れ
な
い
。

○
漸
近
御
前
登
空
飛
失
H
中
2
】

〔
漸
ク
御
前
乃
庭
こ
チ
カ
ツ
キ
候
程
エ
ソ
ラ
ニ
ノ
ホ
リ
テ
ト
ヒ
ウ
セ
ヌ
〕

叡
智
院
本
に
の
み
補
助
動
詞
「
侍
」
が
認
め
ら
れ
、
送
り
仮
名
か
ら
「
は
べ

り
」
　
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
前
田
本
に
は
「
侍
」
が
用
い
ら
れ
な
い
。

○
講
師
可
璃
行
基
菩
薩
言
自
不
堪
其
事
【
中
3
】

〔
講
師
こ
ハ
行
基
菩
薩
ヲ
定
テ
宣
旨
ヲ
給
二
行
基
ハ
其
事
二
タ
ヘ
ス
餌
の
〕

三
伝
本
の
全
巻
を
通
し
て
、
「
は
べ
り
」
の
確
例
は
こ
の
観
智
院
本
の
例
だ
け
で
、

し
か
も
唯
一
の
補
助
動
詞
用
法
と
い
う
極
め
て
特
異
な
孤
例
で
あ
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
前
田
本
に
は
、
「
侍
」
　
の
使
用

が
な
く
、
「
候
」
五
例
（
東
大
寺
切
「
さ
ふ
ら
ふ
」
四
例
が
対
応
）
　
は
「
存
在

す
る
」
意
の
本
動
詞
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ
、
用
字
も
用
字
と
意
味
・
用
法
と

の
関
係
も
単
純
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
槻
智
院
本
で
は
、
「
さ
ぶ
ら
ふ
」

に
「
候
」
「
侍
」
二
種
の
用
字
が
あ
り
、
「
侍
」
は
「
は
べ
り
」
　
の
表
記
と
し
て

も
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
観
智
院
本
の
「
候
」
は
「
存
在
す
る
」
「
参
上
す
る
」

二
種
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
用
法
も
本
動
詞
と
補
助
動
詞
の
一
一
種
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
観
智
院
本
に
の
み
補
助
動
詞
の
「
候
」
「
侍
」
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
特

異
性
が
目
立
つ
。

こ
れ
ら
は
、
前
田
本
と
観
智
院
本
と
が
必
ず
し
も
近
い
関
係
に
は
な
く
、
直

接
の
親
本
が
本
文
系
統
や
表
記
・
文
体
な
ど
に
お
い
て
異
な
る
こ
と
、
或
い
は
、

文
章
作
成
・
書
記
の
態
度
や
意
識
な
ど
に
質
的
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
又
は

そ
の
時
間
的
な
ず
れ
や
変
化
な
ど
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

む
す
ぴ
に

前
田
本
は
、
平
板
名
文
・
漢
字
仮
名
交
り
文
を
親
本
と
し
て
真
名
化
さ
れ
、

国
語
の
臓
に
漢
字
を
並
べ
た
だ
け
或
い
は
漢
字
仮
名
交
り
文
か
ら
漢
字
の
み
を

集
め
た
だ
け
で
、
漢
文
の
規
範
か
ら
は
破
格
、
和
化
漢
文
と
し
て
の
格
す
ら
な

い
真
名
文
と
見
る
向
き
が
あ
る
。
仮
に
草
案
と
し
て
擬
せ
ら
れ
る
漢
文
　
（
乃
至

和
化
漢
文
）
　
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
影
響
を
蒙
っ
て
は
い
な
い
と
の
見
方

で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
遁
読
を
前
提
と
す
る
な
ど
の
漢
文
的
な
構
文

の
使
用
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。
純
渡
文
に
な
い
用
法
の
補
助
動
詞
を
漢
文
式

の
構
文
で
表
現
す
る
が
、
必
ず
し
も
漢
文
そ
の
も
の
の
構
文
で
は
な
い
。
譜
序

か
ら
見
た
補
助
動
詞
の
和
文
に
お
け
る
文
法
的
性
格
は
、
助
動
詞
な
ど
と
同
じ

で
、
動
詞
に
下
接
・
付
随
し
上
接
の
動
詞
と
緊
密
に
連
接
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、

前
田
本
で
は
、
「
奉
」
が
動
詞
の
上
に
置
か
れ
、
「
給
」
が
動
詞
と
の
問
に
目
的

語
を
挟
む
。
漢
文
と
し
て
も
和
文
と
し
て
も
破
格
の
形
式
が
、
一
貫
し
た
規
範

の
如
く
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
三
宝
絵
だ
け
に
見
ら
れ
る
特
異
な

形
式
で
は
な
い
。
（
和
化
漢
文
的
構
文
が
そ
の
規
範
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
）

観
智
院
本
に
も
漢
文
的
な
語
序
型
式
が
用
い
ら
れ
る
が
、
漢
字
仮
名
交
り
文
に

も
そ
の
ま
ま
に
用
い
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
そ
の
語
序
・
構
文
が
極
め
て
一
般
的
な

定
型
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
平
仮
名
文
を
親
本
と
し
て
真
名
化
し
な
が

ら
、
漢
文
的
語
序
・
構
文
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
定
型
に
対
す
る
意
識
を
、
前

田
本
の
言
語
的
特
徴
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
）

前
田
本
の
直
接
の
親
本
が
仮
名
文
や
仮
名
交
り
文
な
ど
の
非
漢
文
系
統
の
文

体
で
、
も
と
の
漢
文
（
乃
至
和
化
漢
文
）
　
の
表
現
が
反
映
し
て
い
な
い
と
す
れ

ば
、
単
な
る
書
写
・
転
記
的
行
為
で
は
な
く
、
一
種
の
翻
訳
と
い
う
解
釈
を
伴

10



い
な
が
ら
、
新
た
な
文
体
に
よ
っ
て
文
を
成
す
　
（
漢
文
的
文
章
を
作
成
す
る
）

表
現
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
考
察
項
目
に
見
る
限
り
、
前
田

本
は
、
国
語
の
語
序
に
よ
っ
て
無
批
判
に
漢
字
を
並
べ
た
だ
け
の
真
名
文
で
は

な
く
、
一
定
の
規
範
を
持
っ
た
漢
文
化
志
向
の
強
い
文
章
作
成
態
度
が
認
め
ら

れ
る
。
和
文
の
文
法
的
機
能
に
よ
る
語
序
よ
り
、
渡
文
式
の
構
文
・
語
法
・
機

能
を
優
先
す
る
意
識
が
強
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
田
本
の
言
語
的

特
徴
や
文
体
基
調
、
或
い
は
前
田
本
の
表
現
者
が
志
向
し
た
文
章
様
式
は
、
和

文
よ
り
も
漢
文
式
の
色
合
い
を
濃
く
反
映
し
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
前
田
本
の
直
接
の
親
本
を
平
仮
名
文
と
見
る
こ
と
に
違
和
感
の

強
い
事
象
が
確
認
で
き
た
。
前
田
本
は
、
漢
文
（
乃
至
和
化
漢
文
）
　
の
影
響
を

少
な
か
ら
ず
蒙
っ
た
、
或
い
は
漢
文
的
文
章
様
式
の
作
成
を
志
向
し
た
資
料
で
、

少
な
く
と
も
平
仮
名
文
や
漢
字
仮
名
交
り
文
の
単
純
な
真
名
化
で
は
な
い
。
推

測
の
城
を
出
な
い
が
、
観
智
院
本
と
は
直
接
の
親
本
な
ど
の
系
統
を
異
に
し
、

東
大
寺
切
と
も
文
章
作
成
・
書
記
の
態
度
や
意
識
な
ど
に
質
的
な
違
い
が
あ

り
、
寧
ろ
草
案
と
し
て
擬
せ
ら
れ
る
漢
文
的
文
体
の
影
響
を
反
映
し
た
文
章
と

の
関
係
が
強
い
資
料
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）
先
学
の
論
考
か
ら
、
論
者
の
関
心
に
基
づ
い
て
、
本
稿
の
論
点
に
関
わ

る
見
解
等
を
簡
潔
に
整
理
し
た
。
参
照
し
た
主
な
論
考
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
・
馬
淵
和
夫
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
宝
絵
注
好
選
』
解
説
・
山

田
孝
雄
『
三
宝
絵
略
注
』
解
説
・
池
田
亀
鑑
『
尊
経
閣
叢
刊
前
田
本
三
宝
絵
』

解
説
・
築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
・
小
泉
弘
「
三
宝
絵
の
研
究
－
回
顧

と
展
望
－
」
　
（
『
諸
本
対
照
三
宝
絵
集
成
』
）
・
宮
澤
俊
雅
「
三
宝
絵
諸
本
の

親
疎
関
係
」
　
（
『
史
料
と
研
究
』
　
2
6
号
・
平
成
9
年
）

（
2
）
○
造
地
観
音
祈
自
六
奥
囲
初
申
金
出
来
由
進
【
下
2
2
】
　
〔
観
音
ヲ
ツ
ク
リ

テ
祈
ル
ニ
ミ
チ
ノ
囲
ヨ
リ
ハ
シ
メ
テ
金
出
来
ヨ
シ
ヲ
申
テ
タ
テ
マ
ツ
レ
リ
〕

（
3
）
　
中
巻
の
一
例
と
下
巻
の
三
例
が
、
本
動
詞
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、

未
だ
疑
問
の
残
る
点
も
あ
り
、
四
例
に
共
通
の
基
準
や
特
徴
な
ど
も
見
出

し
難
く
、
現
段
階
で
は
「
献
」
と
の
違
い
を
積
極
的
に
説
明
し
得
な
い
。

参
考
の
為
に
、
全
例
を
示
す
。
◎
自
百
済
持
来
尺
迦
偶
像
者
今
有
山
階
寺

東
堂
白
岡
囲
奉
弥
勒
石
像
者
今
有
古
京
元
興
寺
東
堂
【
中
1
】
◎
開
渠
名

聞
鼻
骨
弁
皇
奉
授
戒
后
奉
薬
初
大
僧
都
位
成
給
猷
【
下
5
】
◎
経
云
若
人

取
花
投
散
空
中
奉
十
方
彿
善
根
元
限
【
下
2
2
】
◎
見
仏
開
法
遂
至
聖
位
以

彼
花
施
僧
之
報
元
限
況
奉
傭
哉
拭
萎
之
勤
不
虚
【
下
2
2
】

（
4
）
○
静
安
律
師
思
書
俳
名
経
寓
一
万
三
千
傭
厳
公
家
則
書
経
献
分
遣
国
々

【
下
3
1
】
　
〔
静
安
律
師
恩
バ
ク
俳
名
経
ヲ
カ
キ
一
万
三
千
仏
ヲ
ウ
ツ
シ
テ
公

家
こ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
思
フ
即
経
ヲ
書
進
ス
即
国
々
こ
ワ
カ
チ
ッ
カ
バ
シ
ツ
〕

「
進
ス
」
は
送
り
仮
名
「
ス
」
か
ら
考
え
る
と
「
ま
ゐ
ら
す
」
か
と
疑
わ
れ

る
　
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
で
は
「
ま
ゐ
ら
す
」
と
訓
ず
る
）
。
前
田
本
と

の
対
応
か
ら
一
往
本
動
詞
と
し
て
分
類
し
た
が
、
寧
ろ
補
助
動
詞
と
解
釈

す
べ
き
例
か
と
思
わ
れ
る
。
他
の
用
例
に
比
し
て
例
外
的
で
あ
る
。

（
5
）
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
）

第
二
部
・
第
一
章
・
第
一
節

（
6
）
注
（
5
）
文
献
に
同
じ
。

（
た
な
か
　
ま
さ
か
ず
・
兵
庫
教
育
大
学
）

（
り
ゆ
う
　
え
・
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）
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